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狛江市地域防災計画 新旧対照表

１ 災害時集合場所・福祉避難所関係

【＜震災編＞第２部 第８章 避難者対策＜予防対策＞】

旧 

頁 
変更前

新 

頁 
変更後

149 

２ 避難所・避難場所等の指定・安全化                            

（略）

【震災時の災害時集合場所・避難所】

名 称 
災害時集合場所 避難所 

所 在 地 電 話 
<屋外> 面積(㎡) <体育館> 面積(㎡)

狛 江 第 一 小 学 校 ● 4,87 ● 956 和泉本町１-37-１ 3480-0241

狛 江 第 三 小 学 校 ● 6,659 ● 787 猪方１-11-１ 3480-8585

狛 江 第 五 小 学 校 ● 4,350 ● 694 東野川１-35-13 3489-4430

狛 江 第 六 小 学 校 ● 4,307 ● 700 駒井町１-21-１ 3480-9981

和 泉 小 学 校 ● 6,251 ● 711 中和泉３-33-１ 3480-3881

緑 野 小 学 校 ● 6,285 ● 787 和泉本町４-３-１ 3489-5418

狛 江 第 一 中 学 校 ● 7,98 ● 907 和泉本町２-15-１ 3480-0121

狛 江 第 二 中 学 校 ● 6,457 ● 2,469 猪方２-７-１ 3480-8891

狛 江 第 三 中 学 校 ● 7,004 ● 889 元和泉１-23-１ 3489-5416

狛 江 第 四 中 学 校 ● 6,453 ● 946 東野川４-１-１ 3480-9691

市 民 グ ラ ン ド ● 8,688 － － 和泉本町２-15-２ － 

西 和 泉 グ ラ ン ド ● 7,236 － － 西和泉１-16-１ － 

前 原 公 園 ● 12,536 － － 西野川３-11-1 － 

都営団地（公園） ● 5,076 － － 和泉本町４-７ － 

多摩川住宅（公園） ● 15,700 － － 西和泉１・２丁目 － 

西 和 泉 体 育 館 － － ● 694 西和泉１-16-１ 3430-1141

上和泉地域センター － － ● 540 和泉本町４-７-51 3489-9101

都立狛江高等学校 ●※ 13,763 ● 4,071 元和泉３-９-１ 3489-2241

多 摩 川 左 岸 一 帯 ●※ 約 570,000 － － 
元和泉３丁目～駒

井町３丁目 
－ 

西 河 原 公 園 ●※ 16,070 － － 元和泉-38-１ － 

防衛省共済組合狛江

スポーツセンター 
●※ 16,822 － － 元和泉２-30 3480-2637

※印は、旧広域避難場所（名称や取扱い等について、関係者と協議を行い必要な対応をとる。）

149 

２ 避難所・避難場所等の指定・安全化                            

（略）

【震災時の災害時集合場所・避難所】

名 称 
災害時集合場所 避難所 

所 在 地 電 話 
<屋外> 面積(㎡) <体育館> 面積(㎡)

狛 江 第 一 小 学 校 ● 4,487 ● 956 和泉本町１-37-１ 3480-0241

狛 江 第 三 小 学 校 ● 6,659 ● 787 猪方１-11-１ 3480-8585

狛 江 第 五 小 学 校 ● 4,350 ● 694 東野川１-3513 3489-4430

狛 江 第 六 小 学 校 ● 4,307 ● 700 駒井町１-21-１ 3480-9981

和 泉 小 学 校 ● 6,251 ● 711 中和泉３-33-１ 3480-3881

緑 野 小 学 校 ● 6,285 ● 787 和泉本町４-３-１ 3489-5418

狛 江 第 一 中 学 校 ● 7,918 ● 907 和泉本町２-15-１ 3480-0121

狛 江 第 二 中 学 校 ● 6,457 ● 2,469 猪方２-７-１ 3480-8891

狛 江 第 三 中 学 校 ● 7,004 ● 889 元和泉１-23１ 3489-5416

狛 江 第 四 中 学 校 ● 6,453 ● 946 東野川４-１-１ 3480-9691

市 民 グ ラ ン ド ● 8,688 － － 和泉本町２-15-２ － 

西 和 泉 グ ラ ン ド ● 7,236 － － 西和泉１-16-１ － 

前 原 公 園 ● 12,536 － － 西野川３-11-1 － 

都営団地（公園） ● 5,076 － － 和泉本町４-７ － 

多摩川住宅（公園） ● 15,700 － － 西和泉１・２丁目 － 

西 和 泉 体 育 館 － － ● 694 西和泉１-16-１ 3430-141 

上和泉地域センター － － ● 540 和泉本町４-７-51 3489-9101

都立狛江高等学校 ●※ 13,763 ● 4,071 元和泉３-９-１ 3489-2241

多 摩 川 左 岸 一 帯 ●※ 約 570,000 － － 
元和泉３丁目～駒

井町３丁目 
－ 

西 河 原 公 園 ●※ 16,070 － － 元和泉２-38-１ － 

防衛省共済組合狛江

スポーツセンター 
●※ 16,822 － － 元和泉２-30 3480-2637

狛江こだま学園 ● 2,820 － － 中和泉３-14-８ 3480-0126

狛江みずほ幼稚園 ● 3,353 － － 岩戸南４-14-１ 3480-8037

子鹿幼稚園 ● 684 － － 東野川３-17-１ 3480-5091

※印は、旧広域避難場所

資料２
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152 

（略）

４ 災害時要援護者等への対策                                 

（略）

【震災時の二次避難所（福祉避難所）】

名 称 所 在 地 電 話 

あいとぴあセンター 元和泉２－35－１ 3488-1181 

155 

（略）

４ 災害時要援護者等への対策                                 

（略）

【震災時の二次避難所（福祉避難所）】

名 称 所 在 地 電 話 

あいとぴあセンター 元和泉２－35－１ 3488-1181 

狛江こだま学園 中和泉３-14-８ 3480-0126 

狛江みずほ幼稚園 岩戸南４-14-１ 3480-8037 

子鹿幼稚園 東野川３-17-１ 3480-5091 

【＜風水害編＞第２部 第２章 水害予防計画】

旧 

頁 
変更前

新 

頁 
変更後

25～26

第７節 避難体制等の整備・確立 

（略）

４ 避難体制 

（略） 

【水害時避難所一覧】

洪

水

種

別

避
難
所
種
別

番

号

施 設 名 所 在 地 電話番号 備 考 

多

摩

川

は

ん

濫

指

定

避

難

所

１ 狛江第一小学校 和泉本町１-37-１ 3480-0241～2  

２ 狛江第五小学校 東野川１-35-13 3489-4430・4463

３ 緑野小学校 和泉本町４-３-１ 3489-5418～9  

４ 狛江第一中学校 和泉本町２-15-１ 3480-0121～2  

５ 狛江第四中学校 東野川４-１-１ 3480-9691～2  

６ 上和泉地域センター 和泉本町４-７-51 3489-9101 福祉避難所

補
完
利
用
施
設

１ 野川地域センター 西野川１-６-９ 3480-2211 

２ 岩戸地域センター 岩戸南２-２-５ 3488-7040 

３ 谷戸橋地区センター 東野川４-0-１ - 

４ 市民総合体育館 和泉本町３-25-１ 3430-1141 

５ 藤塚保育園 和泉本町４-７-35 3489-2835 

６ 三島保育園 東野川１-32-２ 3488-3898 

７ 松原学童保育所 和泉本町１-14-３ 3489-9380 

８ 東野川学童保育所 東野川１-６-３ 3480-8709 

25～26

第７節 避難体制等の整備・確立 

（略）

４ 避難体制 

（略） 

【水害時避難所一覧】

洪

水

種

別

避
難
所
種
別

番

号

施 設 名 所 在 地 電話番号 備 考 

多

摩

川

は

ん

濫

指

定

避

難

所

１ 狛江第一小学校 和泉本町１-37-１ 3480-0241～2  

２ 狛江第五小学校 東野川１-35-13 3489-4430・4463

３ 緑野小学校 和泉本町４-３-１ 3489-5418～9  

４ 狛江第一中学校 和泉本町２-15-１ 3480-0121～2  

５ 狛江第四中学校 東野川４-１-１ 3480-9691～2  

６ 上和泉地域センター 和泉本町４-７-51 3489-9101 福祉避難所

７ 子鹿幼稚園 東野川３-17-１ 3480-5091 〃 

補
完
利
用
施
設

１ 野川地域センター 西野川１-６-９ 3480-2211 

２ 岩地域センター 岩戸南２-２-５ 3488-7040 

３ 谷戸橋地区センター 東野川４-30-１ - 

４ 市民総合体育館 和泉本町３-25-１ 3430-1141 

５ 藤塚保育園 和泉本町４-７-35 3489-2835 

６ 三島保育園 東野川１-32-２ 3488-3898 

７ 松原学童保育所 和泉本町１-14-３ 3489-9380 
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内
水
は
ん
濫
（
集
中
豪
雨
（
ゲ
リ
ラ
豪
雨
））

指
定
避
難
所

１ 狛江第一小学校 和泉本町１-37-１ 3480-0241～2  

２ 狛江第三小学校 猪方１-11- 3480-8585～6  

３ 狛江第五小学校 東野川１-35-13 3489-4430.4463

４ 狛江第六小学校 駒井町１-21-１ 3480-9981～2  

５ 和泉小学校 中和泉３-33-１ 3480-3881～2  

６ 緑野小学校 和泉本町４-３-１ 3489-5418～9  

７ 狛江第一中学校 和泉本町２-15-１ 3480-0121～2  

８ 狛江第二中学校 猪方２-７-１ 3480-8891～2  

９ 狛江第三中学校 元和泉１-23-１ 3489-5416～7  

10 狛江第四中学校 東野川４-１-１ 3480-9691～2  

11 西和泉体育館 西和泉１-16-１ 3430-1141  

12 上和泉地域センター 和泉本町４-７-51 3489-9101  

13 都立狛江高等学校 元和泉３-９-１ 3489-2241  

14 あいとぴあセンター 元和泉２-35-１ 3488-1181 福祉避難所

補
完
利
用
施
設

１ 岩戸地域センター 岩戸南２-２-５ 3488-7040 

２ 南部地域センター 猪方４-11- 3489-2150 

３ 駄倉地区センター 東和泉１-３-17 ‐ 

４ 和泉多摩川地区センター 猪方４-１-１ - 

５ 根川地区センター 中和泉４-16-３ - 

６ 谷戸橋地区センター 東野川４-30-１ - 

７ 西河原公民館 元和泉２-35-１ 3480-3201 

８ 市民総合体育館 和泉本町３-25-１ 3430-1141 

９ 和泉児童館 中和泉３-12-６ 3480-1441 

10 岩戸児童センター 岩戸南３-15-１ 34895414 

11 和泉保育園 岩戸北１-１-12 3480-0598 

12 藤塚保育園 和泉本町４-７-35 3489-2835 

13 駒井保育園 駒井町２-28-６ 3480-9361 

14 宮前保育園 中和泉３-12-８ 3480-4448 

15 三島保育園 東野川１-32-２ 3488-3898 

16 猪方学童保育所 猪方１-11-２ 3480-9362 

17 松原学童保育所 和泉本町１-14-３ 3489-9380 

18 東野川学童保育所 東野川１-６-３ 3480-8709 

19 駒井学童保育所 駒井町１-21-６ 3489-2877 

※ どこの避難所を開設するかについては、水害の状況に応じて個別に対応することとする。 

８ 東野川学童保育所 東野川１-６-３ 3480-8709 

内
水
は
ん
濫
（
集
中
豪
雨
（
ゲ
リ
ラ
豪
雨
））

指
定
避
難
所

１ 狛江第一小校 和泉本町１-37-１ 3480-0241～2  

２ 狛江第三小学校 猪方１-11-１ 3480-8585～6  

３ 狛江第五小学校 東野川１-35-13 3489-4430.4463

４ 狛江第六小学校 駒井町１-21-１ 3480-9981～2  

５ 和泉小学校 中和泉３-33-１ 3480-3881～2  

６ 緑野小学校 和泉本町４-３-１ 3489-5418～9  

７ 狛江第一中学校 和泉本町２-15-１ 3480-0121～2  

８ 狛江第二中学校 猪方２-７-１ 3480-8891～2  

９ 狛江第三中学校 元和泉１-23-１ 3489-5416～7  

10 狛江第四中学校 東野川４-１-１ 3480-9691～2  

11 西和泉体育館 西和泉１-16-１ 3430-1141  

12 上和泉地域センター 和泉本町４-７-51 3489-9101  

13 都立狛江高等学校 元和泉３-９-１ 3489-2241  

14 あいとぴあセンター 元和泉２-35-１ 3488-1181 福祉避難所

15 子鹿幼稚園 東野川３-17-１ 3480-5091 〃 

16 狛江みずほ幼稚園 岩戸南４-14-１ 3480-8037 〃 

補
完
利
用
施
設

１ 岩戸地域センター 岩戸南２-２-５ 3488-7040 

２ 南部地域センター 猪方４-11-１ 3489-2150 

３ 駄倉地区センター 東和泉１-３-17 ‐ 

４ 和泉多摩川地区センター 猪方４-１-１ - 

５ 根川地区センター 中和泉４-16-３ - 

６ 谷戸橋地区センター 東野川４-30-１ - 

７ 西河原公民館 元泉２-35-１ 3480-3201 

８ 市民総合体育館 和泉本町３-25-１ 3430-1141 

９ 和泉児童館 中和泉３-12-６ 3480-1441 

10 岩戸児童センター 岩戸南３-15-１ 3489-5414 

11 和泉保育園 岩戸北１-１-12 3480-0598 

12 藤塚保育園 和泉本町４-７-35 3489-2835 

13 駒井保育園 駒井町２-28-６ 3480-9361 

14 宮前保育園 中和泉３-12-８ 3480-4448 

15 三島保育園 東野川１-32-２ 3488-3898 

16 猪方学童保育所 猪方１-11-２ 3480-9362 

17 松原学童保育所 和泉本町１-14-３ 3489-9380 

18 東野川学童保育所 東野川１-６-３ 3480-8709 

19 駒井学童保育所 駒井町１-21-６ 3489-2877 

※ どこの避難所を開設するかについては、水害の状況に応じて個別に対応することとする。 



4 

２ 災害時要援護者・避難行動要支援者対策

【＜震災編＞第２部 第８章 避難者対策＜予防対策＞】

旧 

頁 
変更前

新 

頁
変更後

152～

154 

４ 災害時要援護者等への対策                                 152 ～

155 

４ 災害時要援護者等への対策                                 

４－１災害時要援護者の避難体制 

災害時要援護者（要配慮者）の避難体制の整備については、災害対策基本法の改正を踏まえ、避難行

動要支援者名簿の作成等、自ら避難することが困難で特に支援を要する避難行動要支援者対策を優先し

て取組む。

■避難行動要支援者対策 

≪市（総務部・福祉保健部）≫ 

○ 災害時要援護者（要配慮者）のうち、自ら避難することが困難で特に支援を要する避難行動要支援者につ

いて、その支援等、必要な措置を実施するための基礎情報となる避難行動要支援者名簿（以下「名簿」とい

う。）を作成する。 

ア 名簿に掲載する避難行動要支援者の範囲は、次のとおりとする。 

・75歳以上の一人暮らしの世帯 

・75歳以上のみの世帯（同居者） 

・身体障害者手帳（身体障害者福祉法（昭和24年法律第283号）第15条に規定する身体障害者手帳をいう。

以下同じ。）１級又は２級取得者 

・愛の手帳（東京都愛の手帳交付要綱（昭和42年３月20日42民児精発第58号）に規定する愛の手帳をいう。

以下同じ。）１度又は２度取得者 

・精神障害者保健福祉手帳（精神保健及び精神障害者福祉に関する法律（昭和25年法律第123号）第45条に

規定する精神障害者保健福祉手帳をいう。以下同じ。）１級又は２級取得者 

・75歳以上の者と第３号から第５号までの者で構成される世帯 

・介護保険要介護３以上の認定を受けており，かつ，介護施設に入所していない者 

・難病の指定を受けている者のうち，身体障害者手帳，愛の手帳又は精神障害者保健福祉手帳の取得者 

・特に災害時の支援が必要と認められるもの 

イ 名簿には次の事項を記載する。 

・登録番号 

・氏名 

・生年月日 

・年齢 

・性別 

・住所 

・電話番号その他の連絡先 

・町内会・自治会・マンション等管理組合・防災会 

・世帯状況 

・居住状況 
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・名簿の登録資格（支援等を必要とする理由） 

ウ 名簿の作成にあたり、避難行動要支援者に該当する者を把握するため、市関係部署で把握している必要

な情報を集約するよう努めるとともに、市で把握していない必要な情報については、都等に情報提供を求

める。 

エ 避難行動要支援者に該当する者の転入、転居、死亡、施設等への長期入所等、必要な情報を定期的に確

認し、名簿を更新する。また、新たに名簿に掲載された避難行動要支援者には、名簿情報を提供すること

について、同意の確認を行う。 

オ 平常時の声掛け及び安否確認、災害時の情報伝達、安否確認、避難誘導等、避難行動要支援者を支援す

る組織（以下「支援組織」という。）は、次のとおりとする。 

・民生委員・児童委員 

・狛江市社会福祉協議会 

・地域包括支援センター 

・町内会・自治会又はマンション等管理組合 

・狛江市防災会 

・狛江消防署及び狛江市消防団 

・その他緊急時において、市長が特別に認めた組織及び団体 

カ 災害の発生に備え、避難行動要支援者の同意を得て、避難支援等の実施に必要な限度において、支援組

織に名簿の情報を提供する。また、災害が発生し、又はそのおそれがあるときは、避難行動要支援者の同

意を得ていない場合であっても、必要な限度で名簿の情報を提供する。 

キ 名簿の情報提供に際して、提供先の組織が適正な情報管理を図るよう、市は次の措置を講ずる。 

・名簿は秘匿性が高い個人情報が含まれるため、支援組織毎に必要な情報を抽出して提供する。 

・狛江市避難行動要支援者登録制度実施要綱（平成 22年要綱第 71号）に規定された秘密保持義務を
遵守するよう、十分に説明するとともに、必要に応じて、名簿の情報を提供した支援組織に対して、

個人情報の取扱いに関する研修等を実施する。

ク 支援組織関係者等の安全確保を図るため、災害時の支援に関するルール等をあらかじめ検討しておくと

ともに、必要に応じて市は支援に関する研修等を実施する。 

コ 支援組織関係者等が名簿を活用して、早い段階での避難行動を促進することができるよう、避難準備情

報の発令にあたっては、分かりやすい言葉や表現にするとともに、高齢者や障がい者の特性にあった必要

な情報を選別して流す等、情報伝達について配慮する。 

○ 避難行動要支援者への支援を適切かつ円滑に実施するための避難支援対策を示した狛江市避難行動要支援

者支援プラン（全体計画・個別計画）を策定する。 

○ 狛江市避難行動要支援者支援プラン（個別計画）の作成にあたっては、各人の等状況に応じて個別に地域

による避難支援体制を整備するよう努める。 

○ モデル地区を指定した避難支援に係る実地検証を行い、そのうえで、他地域における支援体制の確立を図

る。 

○ 都、狛江消防署等と連携して、自主防災組織等地域を中心とした避難行動要支援者対策に関する訓練を実

施するなど、円滑な避難体制の確立と地域の防災行動力の向上に努めるとともに、支援者の参加拡大を図る。

○ 寝たきり一人暮らしの在宅高齢者に対しては、事業所等と協働しながら、近隣や地域住民との地域協

力体制の確立に向けて相互に協力しあえるよう充実を図る。

○ 災害時の緊急入所や緊急ショートステイ等の利用を円滑に行うため、日頃から緊急対応の制度の習熟

を図るとともに、社会福祉施設等、関係機関等とのネットワークを構築する。
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■避難体制の整備 

≪市民≫ 

○ 災害時要援護者が災害時に円滑に避難できるよう、また、迅速かつ正確に安否確認ができるよう、平

時から顔の見える関係づくりに努める。

≪市（総務部・福祉保健部）≫ 

○ 災害時における要援護者への支援を適切かつ円滑に実施するための避難支援対策を示した狛江市災害時要

援護者支援プランを策定する。 

ア プランは全体計画と個別支援計画から成り、これに基づく主な支援対策は次のとおりである。 

 ・狛江市災害時要援護者支援制度実施要綱(平成22年要綱第71号)第２条に規定する者について、狛江市個人

情報保護条例（平成13年条例第１号）を遵守しながら、要介護度、障がいの程度区分、現況等の情報を収

集、管理、共有する。 

 ・第三者の支援がなければ避難できない者について、各人の障がいの特性に応じて個別に地域による避難支

援体制を整備する。 

 イ 個別支援計画の作成にあたっては、モデル地区を指定した災害時要援護者の避難支援に係る実地検証を

行い、そのうえで、他地域における体制確立に向けて拡大を図る。 

ウ 避難支援体制を整備するに際し、災害時要援護者に関する情報の外部提供等について検討を行う。 

○ 都、狛江消防署等と連携して、自主防災組織を中心とした災害時要援護者対策に関する訓練を実施するな

ど、地域の防災行動力の向上に努める。  

○ 都、狛江消防署等と連携した災害時要援護者に対する震災対策訓練等を実施し、円滑な避難体制の確立に

資するとともに、要援護者支援者の参加拡大を図る。 

○ 災害時要援護者を適切に避難誘導し、安否確認を行うため、地域住民、自主防災組織、民生・児童委員、

介護保険事業者、障がい福祉サービス事業者、ボランティア団体等の多様な主体の協力を得ながら、平時よ

り災害時要援護者に関する情報の把握・共有や避難訓練の実施に努めるとともに、情報伝達体制や避難誘導

体制の整備を図る。 

○ 寝たきり一人暮らしの在宅高齢者に対しては、事業所等と協働しながら、近隣や地域住民との地域協

力体制の確立に向けて相互に協力しあえるよう充実を図る。

○ 災害時の緊急入所や緊急ショートステイ等の利用を円滑に行うため、日頃から緊急対応の制度の習熟

を図るとともに、社会福祉施設等、関係機関等とのネットワークを構築する。

○ 社会福祉施設間における相互応援について、広域的な施設への避難が可能になるよう施設間での調整

について助言する。

○ 市内にある民間の福祉事務所に対し、災害時要援護者の受入れやサービス提供等に協力するよう求め

ていく。

○ 平時からの災害時要援護者と地域住民との交流を深めるため、その関係づくりを支援する。

○ 災害時要援護者の避難体制（対策）に関するマニュアル等を作成するとともに各関係機関の協力のも

と、適宜訓練等を実施する。

○ 市内にある民間の福祉事務所に対し、避難行動要支援者の受入れやサービス提供等に協力するよう求

めていく。

○ 社会福祉施設間における相互応援について、広域的な施設への避難が可能になるよう施設間での調整

について助言する。

■総合的な避難体制の整備 

≪市民≫ 

○ 災害時要援護者が災害時に円滑に避難できるよう、また、迅速かつ正確に安否確認ができるよう、平

時から顔の見える関係づくりに努める。

≪市（総務部・福祉保健部）≫ 

○ 災害時要援護者について、適切な避難誘導や安否確認等を行うため、地域住民、自主防災組織、民生・児

童委員、介護保険事業者、障がい福祉サービス事業者、ボランティア団体等の多様な主体の協力を得ながら、

平時より災害時要援護者に関する情報の把握・共有や避難訓練の実施に努めるとともに、情報伝達体制や避

難誘導体制の整備を図る。 

○ 平時からの災害時要援護者と地域住民との交流を深めるため、その関係づくりを支援する。

○ 災害時要援護者の避難体制（対策）に関するマニュアル等を作成するとともに各関係機関の協力のも

と、適宜訓練等を実施する。
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≪狛江消防署≫ 

（略）

≪都（福祉保健局）≫ 

（略）

■避難所・避難場所等の指定・安全化 

（略）

■避難所の管理運営体制の整備等 

（略）

≪狛江消防署≫ 

（略）

≪都（福祉保健局）≫ 

（略）

４－２避難所・避難場所等の指定・安全化 

（略）

４－３避難所の管理運営体制の整備等 

（略）



8 

３ 動物救護関係

【＜震災編＞第２部 第８章 避難者対策＜予防対策＞】

旧 

頁 
変更前

新 

頁 
変更後

150～ 

152 

３ 避難所の管理運営体制の整備等

（略）

■ 多様な視点からの管理運営体制の確保 

≪市（総務部・福祉保健部・教育部）≫ 

○ 避難所においてボランティアを円滑に受け入れられるよう、体制整備を図る。

○ 避難所運営組織の中に衛生管理担当を設置するなど、避難所の衛生管理対策を促進する。

○ 避難所運営組織の中で、防火担当責任者を指定するなど、避難所の防火安全対策を促進する。

○ 都、獣医師会等と連携し、飼養動物の同行避難の体制づくりを進めるとともに、都、関係団体が行う

動物救護活動への協力体制を整備する。

○ 都に対して、人的あるいは物資の支援を要請する際に、より具体的な内容を伝達できるよう、体制整

備を図る。

○ 指定避難所については、食料の備蓄や必要な資器（機）材、台帳等を整備するなど、避難所機能の強

化を図る。

○ 避難所運営を担う市民を対象に、運営に関する研修や訓練を行うとともに、自助・共助・公助の役割

を市民に啓発していく。

○ 避難の長期化等に伴う避難生活者のこころのケアに対応できるよう、専門家の確保や職員の養成に努

める。

150 ～

152 

３ 避難所の管理運営体制の整備等

（略）

■ 多様な視点からの管理運営体制の確保 

≪市（総務部・福祉保健部・教育部）≫ 

○ 避難所においてボランティアを円滑に受け入れられるよう、体制整備を図る。

○ 避難所運営組織の中に衛生管理担当を設置するなど、避難所の衛生管理対策を促進する。

○ 避難所運営組織の中で、防火担当責任者を指定するなど、避難所の防火安全対策を促進する。

○ 都に対して、人的あるいは物資の支援を要請する際に、より具体的な内容を伝達できるよう、体制整

備を図る。

○ 指定避難所については、食料の備蓄や必要な資器（機）材、台帳等を整備するなど、避難所機能の強

化を図る。

○ 避難所運営を担う市民を対象に、運営に関する研修や訓練を行うとともに、自助・共助・公助の役割

を市民に啓発していく。

○ 避難の長期化等に伴う避難生活者のこころのケアに対応できるよう、専門家の確保や職員の養成に努

める。

○ 環境省による「災害時におけるペットの救護対策ガイドライン（平成 25年６月）」を参考に、都、獣
医師会等と連携し、災害対策に関する飼い主等への普及啓発、飼養動物の同行避難の訓練、避難所にお

ける動物飼養に関する取り決めの検討等、動物救護の体制づくりを進めるとともに、都、関係団体が行

う動物救護活動への協力体制を整備する。

【＜震災編＞第２部 第８章 避難者対策＜応急対策＞】

旧 

頁 
変更前

新 

頁 
変更後

165 ６ 動物救護                                         

≪市（総務部・福祉保健部・教育部）≫ 

○ 開設した避難所等に、必要に応じて動物救護所を設置する。避難所に動物救護所を設置することが困

難な場合は、近接した避難所等に動物救護所を設置する。

○ 協定先に対して動物救護活動の支援を要請する。

○ 被災動物の保護に関して都、関係団体等へ協力する。

166 ６ 動物救護                                         

≪市（総務部・福祉保健部・教育部）≫ 

○ 動物同伴の避難者に対応するため、開設した避難所等に、必要に応じて動物救護所を設置する。避難

所に動物救護所を設置することが困難な場合は、近接した避難所等に動物救護所を設置する。

○ 避難所等における動物の飼養状況の把握及び都・関係団体への情報提供を行う。

○ 避難所等における動物の適正飼養の指導等を行う。

○ 協定先に対して動物救護活動の支援を要請する。

○ 被災動物の保護に関して都、関係団体等へ協力する。


